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山　　本　　一　　濾
　十月の末の或る日，久しぶりで來訪レた東京からの一人の客が，時局談や文
藝談に花を喚かせた後，ふと話頭を韓じて，
　“先生の感化で，私は今まですいぶん禾文の書物を讃みましたが，今になっ
て考へて見ると，天文書とV・ふものは，どれも，これも，同じやうなことが書
いてあって，案外に軍調なものですね．言はゴ，小見のやうな心になって聾し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おピたむことは出來まずけれど，しっくり其れを噛みしめて味はつて見るといふ大人
の趣味としては何だか漏たされませぬやうに思ぴますが，如何でせう？”
と言はれて，、自分は誠に急所を衝かれたやうに感じた．
　万町，塩分も，年末，ひそかに感じてみたところであるが，我が國で，人々
が序しむ“天文の趣味”といふものは，誰でも一慮直ぐ飛び付き’易い面白味で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふがみはあるが，一通りの味を味はつた後には，何だか其れ以上の深々が無いかのや
うに思はせられる．近年，天文の普及によって，天文書も澤山出版されるが，
よく見ると，何れも皆千遍一律で，記述にも，圖版や，表などにも憂化が乏し
V・．從って，“圃読天文講座”などを一通り譲みこなした後は，他の如何なる書
物を見ても，其れ以上の新味も深味も，獲られない恨みがあるのは事實であ
る．尤も，世間に天文の趣味が普及したと言っても，今では未だ々々不充分で
あって，天文のテの字も知らない入々が島山には多いのだから，今後も樹ほ，
天文の入門書や，通俗書が，引きつづき，幾らでも費れるには相違ないし，東
京や大阪のプラネタリウムに入場者の種の審きることも，先づ有るまV・とは思
ふが，それにしても，昭和の現代には，今少しゆかしい三味のある天文趣味が
我が日本の知識杜會に味はれても好いものだらうと’，しきりに思ふ．偶然とは
言ひながら，最近，自分の机上には，ドイツからMenzzer鐸のコペル＝クの
改版が屈v・たし，又，それと前後して，米國からはF・R・Johnson氏の“ル
ネィサンス時代の英國に於ける天文思想”といふ新著が到着した．かうした種
類の書物が我が日本の垂垂階級に華華される日が來なければ，天文の深い趣味
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が徹底したものとは言ぴ得ない．
　尤も，明治から今日までに歩んで來た天文普及の道程は，我が日本として，
決して邪道を進んで來たのでは無かった．殊に大正の中頃から近年に至る僅々
十数年間に通俗天文書の普及，新聞雑誌の天文記事取材，反射鏡の普及，天丈
競萱會の頻開，槻測の流行等，可なり多方面に天文の知識は進展して來た．し
かも，此うした天文・普及の間にも，西洋由良に見るやうな迷信が附随しない
ことは，誠は：喜ばしい現象である．しかしながら，此等の事は，皆，要するに
“通俗天文學の普及”の一言にi蓋きるのであって，びろく正しい意味に於ける
“天文學”，“天文趣味”乃至“天文思想”の普及の，輩なる先騙をなすものに
過ぎない．今日のましに止まる以上，世の一般人士は，“通俗天文學”を“天文
學”の全部と誤解する恐れが多分に存在するを免れない．
　勿論，我が國の心界を見ると，そ～二には，アマチュア天文家のほかに，謡扇と
して“職業的天文家”が存在してみる．此等のプロフ．シ．ナル天文家は，其の職
に封ずる義務として，‘樋俗流”の天交學とは甚だしくかけ離れた専門學を：研究
し或は其の特殊な技術を運用してみるので，只，其の僅かなる底魚に，講話叉
は文筆を以って，學術の解論と普及に勤めてみる．今日までは，此・等の職業的
天文家が，天文學の通俗化のためには，唯一の指導者であったわけであるから，
從って，現今の坊間に見えてみる“通俗天文趣味”をもたらした責任者は，帥ち
彼等“職業”者であること，言ふまでもない．故に，上にも記した如く，今日，
我が天文學の普及朕態が，著しく遍してるて，全く深みの無い，味はぴのな
い，奥行きの無い，又，思想の無い，即ち，すぐ飽き易い，小見だましの天文
學に堕しつLあるのは，貴に，彼等“指導者”自身が持ち合はせる頭騒の内容
を物語るものである，職業的天文家の1餅里は，只“技術”（手や頭拶の）あるの
み．從って，彼等に才」導されるアマチ．、ア天：文家は，せいぜい“プチ職業天文
家”になることを目的としてみるに過ぎない．
　自分は今まで永い間，東西の諸大學に於いて，始め可なり優秀なる天文家の
資格を備へて入學した青年七生が，三四ケ年の課程を卒業する頃には，全く一話
して，天恩を更しむことを忘れ，只軍に有形無形の技術にのみ安んずる“専門
家”となって了ふのが常である例を多く見，我が國の天文文化の八達のため，
大に考へさせられる次第であった．
　かうした歪んだ“アマチュア天文學”から，眞性の“アマチュリズム”に進ま
しめる．ためには，第一に，指導者たる“職業的天文家”の頭取を改造してかX
らなければならないのであるが，之れは言ふべくして殆んど不可能に近いので
あるから，自分の意見としては，むしろ，やはり，アマチ．、．ア達自身の中から眞
の優’秀な“アマチュア”が出でて，正しい學藝の興隆を待つより外に道はないと
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思ふ．二千年の文化史を持つ我が同胞の～二とであるから，指導さへうまくすれ
ば，優れた天文趣味者や，天：文思想家などが必ず輩出するものと思ふ．
　とにかく，今，吾々は，“現在の我が日本のアマチ：！tア天羽虫は，指導精示申の
貧困に由來して，實に遍した，不具な，歪曲された天文學である”ととを一般
に認識せしめ，正式には，アマチ，、リズムを再出獲しなければ，この行きづま
りを，何時までも打解することは出來ないことを知らしめなければならない．
一壷者諸氏よ，自分のこの考へが，眞に了解して頂けるか，如何かア　若し
了解して頂けなければ，更に稿を新たにして，自分の理想境を設明して見ませ
う．
　去る十月末，吉田泉殿の醤居から，自分は亭野帥紅の北西に由る新居に移っ
たが，同時に，英子の病i氣療養のため，滋賀縣草津町にも第二の寓居を構へた．
其の場所は同町大字大路井（オチノヰ）第斗20番地，といふよりも，むしろ旭
岳の北詰と言った方が好い．誠に小さい家屋ながら，門前には二百坪ばかりの
池があって，魚も釣れれば，小舟も漕げるし，又，後方には草津川の堤防があ
って，櫻の樹が澤山植えられ，春は毎年このあたりへ花を見に來る客も歯しい
由である．草津は近年停車場の近くに競馬場が出面て，其のシ1ズンには遠近
から幾萬の人々を呼んでみるやうであるが，自分は馬の趣味を有たないから，
今は競馬に何の興味も湧かない．それよりも自分にとって此の草津の寓居が嬉
しいことは，郷里に近いことである．郷里“桐生”には永年來“桐蔭文庫”と
自期してみた厳父栗齋癖直の希書を中心とした書庫を建てた．此所へ自分の藏
書も多く運び込み，今は，階上も階下も可なりギツシりつまって了つた．閑な
時には此の郷里に去り，朝夕この（t：文庫”の中に座して，研究を螢み，好きな
書物に並みふける氣持ちは，全く他では味へない．用事が出來れば，草津へ，
京都へ，或は東京へ，北京へ，・・……・何時でも飛び出すことが出來る．今暫く
の間は，まだ，書物の分類や整理ic忙しいので，毎月の宇ぱ以上は桐生に暮す
ことにしてみる．室がよく澄んで，星が美しく見えるのも郷里のアトラクショ
ンであるが，京都に比べると，夏は非常に涼しい代り，冬も可なり寒いのは止
むを得なV・．
“インチ”と“ヤ1ド”の畏さ
　英國のNational　Physical　Laboratoryで，　Sears氏とBarrell氏とが“ヤ
1ド”の原器の長さを，カドミウムの赤色スペクトル線により精密に測定し，
其の結果から下の如き確定的な結果を獲た：
　　　　1吋・・25．4　rnm　　　1「ヤ1ド」＝0．9144米
此の償は從來英米繭國で用ゐられてるた償の李均に近いものである．
